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「ＡＴＭで返金します」は詐欺です「ＡＴＭで返金します」は詐欺です！！～～還付金詐欺にご注意を！～還付金詐欺にご注意を！～

　市内において、市役所職員を名乗る人物が電話をかけてきて、「保険金の還付金が

ある」などと称して、ＡＴＭ（現金自動預払機）に誘導し、お金を振り込ませよう

とする還付金詐欺事件が発生していますのでご注意ください。

■詐欺の手口

①市役所職員を名乗る人物から電話があり、「保険金の還付金があ

ります。銀行から電話するので取引銀行を教えてください」など

と言って取引銀行を聞き出そうとする。

②金融機関を名乗る人物から電話があり、コンビニエンスストアのＡＴＭに行き、

着けば相手の携帯電話へ電話するよう指示される。

③ＡＴＭに着き、相手に電話し、言われるままにＡＴＭを操作すると、結果的にお

金をだまし取られる。

■被害に遭わないために

・電話でお金の話をされても一人で判断せず、家族や警察に相談してください。

・市役所が還付金の手続きをする場合、必ず事前に書類が郵送されて、手続きがス

タートします。いきなり「ＡＴＭに行ってください」は絶対にありません。「還付金が

あるので、携帯電話を持って、ＡＴＭへ」と言われたら還付金詐欺を疑ってください。

問い合わせ　富田林警察署〔(２５)１２３４〕

●
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
被
害

防
止

・
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気

を
付
け
、
明
る
く
人
通
り
の
多

い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
や
携
帯
電
話
、

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
使
用
は
不

審
者
に
狙
わ
れ
や
す
く
な
り
、

危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

　
年
末
年
始
は
、
現
金
を
狙
っ

た
ひ
っ
た
く
り
や
飲
酒
の
絡
ん

だ
暴
力
事
件
、
空
き
巣
な
ど
の

侵
入
犯
罪
の
被
害
が
多
発
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
の
歳
末
特
別
警
戒
期
間

１２
中
に
は
、
警
察
や
防
犯
委
員
会
、

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
に
よ
る

街
頭
啓
発
活
動
や
夜
警
が
市
内

各
所
で
実
施
さ
れ
、
犯
罪
の
被

害
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
、
被
害
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

●
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
防

止・
手
荷
物
は
車
道
と
反
対
側
に

し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
転
車
の

カ
ゴ
に
は
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ

バ
ー
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
昼
夜
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
通

り
の
多
い
明
る
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

●
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

・
玄
関
や
窓
は
、
防
犯
性
能
が

高
い
施
錠
器
具
に
取
り
替
え
た

り
、
補
助
錠
を
取
り
付
け
た
り

し
ま
し
ょ
う（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー

ロ
ッ
ク
）
。

・
短
時
間
の
外
出
時
で
も
必
ず

戸
締
ま
り
を

し

ま

し

ょ

う
。
ま
た
、

在
宅
中
で
も

施

錠

し

ま

し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
は
夜
間
で
も
明
る

く
、
見
通
し
の
良
い
環
境
に

し
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報

装
置
な
ど
の
防
犯
器
具
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の

被
害
防
止

・
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
短
時
間
で
も

必
ず
鍵
を
掛
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠

な
ど
の
丈
夫
な
補
助
錠
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
自
動
車
盗
、
車
上
狙
い
の
被

害
防
止

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き

は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
犯
装
置
を
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど

を
置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
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実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
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ああああああああああああああああああああ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

み
ん
な
で
　
力
を
あ
わ
せ
ててててててててててててててててててててて

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
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安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　
本
市
で
は
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
と
「
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ

２８
て
い
る
人
の
い
な
い
世
帯
な
ど

に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
案
内
が
送
ら
れ
て
い
な
い

人
で
も
給
付
金
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
支
給
対

象
者
か
ど

う
か
の
確

認
や
申
請
書
が
必
要
な
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域
福
祉

課
」
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
支
給
対
象
者
の

要
件
も
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
同

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
年
３
月
１
日


２９

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
郵
送
で

５
８

４
・
８
５
１
１
　
市
役
所
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
2
階
特
設
受
付
へ
の

持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、　

月
　
日

～
　
年
１
月

１２

２９

２９

３
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
）。

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
0
7
7
）
7
6
5
〕
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対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

案
内
が
送
ら
れ
て
い
な
い
人
で
も
給
付
金
の
対
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ななななななななななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
ががががががががががががががががががががが
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」



３

「避難行動要支援者名簿」に登録を

　東日本大震災を教訓として、２５年６月に「災

害対策基本法」が一部改正され、新たに避難行

動要支援者（災害の際に自ら避難することが困

難な人）に係る名簿の作成を市町村に義務付け

るなど、国として避難行動要支援者対策の強化

が図られました。

　本市においても、災害時の避難行動要支援者

対策として「避難行動要支援者名簿」を整備し、

ご本人の申し出などにより同名簿に登録された

情報を適切な情報管理のもと地域の支援組織に

提供することで、いざというときに備えていた

だく取り組みを進めています。

　同名簿への登録を希望される人は、地域福祉

課または地域の民生委員・児童委員までご連絡

ください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８２、２８５）

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

　
年
末
に
か
け
て
交
通
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
項
目
を
重
点
に
、
年

末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

◆
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止

　
夕
暮
れ
時
に
出
掛
け
る
時
は

明
る
い
色
の
服
を
着
用
し
、
反

射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
乗
車
中
に
は
前
照
灯

を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
、
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
感
覚
が
鈍
っ
た
り
、
運

転
動
作
が
緩
慢
に
な
っ
た
り

し
、
事
故
へ
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
く
な
り
非
常
に
危
険
で

す
。
　
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕、
道
路
交

（２５）

通
課
（
内
線
４
１
６
）

年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末
のののののののののの
交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故
防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止
運運運運運運運運運運

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動動動動動動動動動動動

・
こ
ん
ば
ん
は
　
早
め
の
ラ
イ
ト
で
　
ご
あ
い
さ
つ

・
そ
の
酒
で
　
失
う
信
頼
　
家
族
の
未
来

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
月
１
日
～
　
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２
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年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご

年
末
年
始
の
ご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ししししししししししししししししししししし
尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

し
尿
収
集
日

ご
み
は
　
月
　
日

ま
で

１２

３１

　
　
　
　
　
　
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す

問い合わせ　衛生課
（内線１４４～１４６）

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意

意
意
意



５

第３回

　
国
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
で

は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
強
化
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
　
年
度
中
に
５
回
開

２８

催
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
３
回
目
の

パ
ー
テ
ィ
ー
「
初
め
て
の
共
同

作
業
に
ト
キ
メ
キ
♪
特
産
い
ち

ご
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き
　
　
年
１
月
　
日

、
午

２９

１５

後
１
時
　
分
～
受
け
付
け

３０

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
程
度
（
申

２０

し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
男
性
４
５
０
０
円
、

女
性
１
５
０
０
円

申
し
込
み
　
　
月
　
日

、
午

１２

１２

前
　
時
～
、
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

１１
パ
ン
（
受
託
事
業
者
）〔

０
５

０
（
５
５
３
１
）
９
４
５
１
〕

へ※
必
ず
参
加
者
本
人
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
申
し

込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c
o
.

jp
/e
x
_
s
p
e
c
ia
l/1
7
0
1
1
5
_
to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i/

〕
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
申
し
込
む
場
合
は
、

ま
ず
「
富
田
林
市
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
申
し
込
み
で
あ
る

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
㈱
エ
ク

シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a

n
.c
o
.jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ婚活パーティーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーを

　　　開催します
初めての共同作業にトキメキ♪

特産いちごを使ったクッキングパーティー

せ
は
都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線

４
２
０
）
へ
。

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
            

第
１
回
目
結
果
報
告
　!!

　
　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
、

１０

２３

第
1
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
「
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
ア
ク
テ
ィ
ブ

婚
活
♪
～
ア
ウ
ト
ド
ア
 Ｂ
Ｂ
Ｑ
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

＆
農
業
公
園
散
策
～
」
に
お
い

て
、
男
性
　
人
、
女
性
　
人
が

２０

１９

参
加
さ
れ
　
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

１０

成
立
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

冬季に流行する感染症を予防しましょう！

◇感染性胃腸炎とは

　ウイルスや細菌が原因となって 嘔  吐 や下痢などの症状を引き起こす病気
おう と

の総称です。特に、冬季に流行するノロウイルスの感染力は非常に強力で

すが、特効薬やワクチンがないため予防が大事です。

◇感染性胃腸炎を予防するには

・帰宅時や調理の前後、食事前、トイレの後

は、せっけんで指先から手首までしっかり洗い

ましょう。

・食品などは中心部まで十分加熱（中心温度８５

～９０℃で９０秒以上の加熱）しましょう。

・感染した人の便や嘔吐物を処理するときは、

ビニール手袋などを使用し、「すばやく処理す

る」「乾燥させない」「消毒する」の３原則を守り

ましょう。便や嘔吐物が乾燥すると、ノロウイルスが舞い上がり、それを

吸い込むことでも感染します。

※ノロウイルスはアルコール消毒では効果が期待できません。感染の予防

方法および便や嘔吐物の処理方法など、詳しくは府ホームページの「ノロ

ウイルスなどによる感染性胃腸炎にご注意」〔http://www.pref.osaka.lg.jp/

iryo/osakakansensho/kansenseiichoen.html〕をご覧ください。

◆呼吸器系感染症やインフルエンザにもご注意を

　冬季には、マイコプラズマ肺炎や肺炎などを引き起こして重症化するこ

ともあるＲＳウイルス感染症、インフルエンザなどの感染症が流行します。

　自分だけでなく、乳幼児や高齢者など重症化する恐れのある周りの人を

守る意味でも予防が大事です。

◆呼吸器系感染症やインフルエンザを予防するには

・帰宅時の手洗いとうがいを励行しましょう。

・また、マスクの着用とせきエチケットを心掛けましょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。
申
請
者
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
４
日

、
午
前
９

１２

時
～
正
午
　

マママママママママママママママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
バババババババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
日
曜
交
付
をををををををををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



６

市議会の虚礼廃止にご理解とご協力を

　市議会では、次のとおり虚礼廃止を申し合わ

せています。市民の皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

○年始および暑中見舞いなどの時候の挨拶状は

出さない。また、中元および歳暮などの贈答は

しない。

○葬祭に際しての 樒 ・香典・ 供 
しきみ きょう

 花 ・供物・弔電
か

などをしない。

○結婚・入学などの慶事に際して、お祝いや祝

電などをしない。

○各種団体などの行事に対して、お祝いの祝

電・寄付・寸志などをしない。

○新聞・雑誌、または団体が発行する機関誌や

記念誌などへの名刺広告や協賛広告はしない。

※ただし、親族に対する冠婚葬祭に関するもの

は除きます。

問い合わせ　議会事務局（内線２１３）

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所
で
  

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

　
選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
仕

事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
な

ど
、
一
定
の
事
由
に
該
当
し
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
　
選
挙
期
日
の
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
～
選
挙
期
日
の

前
日
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

※
基
本
的
な
投
票
手
続
き
は
、

選
挙
期
日
の
投
票
所
に
お
け
る

投
票
手
続
き
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
  

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
有
し
、
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票期日前投票とととととととととととととととととととととと

郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便なななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどににににににににににににににににににににに郵便などによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投不在者投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と

寄
付
金
）
は
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た

い
自
治
体
（
都
道
府
県
お
よ
び

市
区
町
村
）
に
寄
付
す
る
制
度

で
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
  

税
額
控
除
を
受
け
る
に
は

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
は
、

そ
の
寄
付
金
額
に
応
じ
て
、
所

得
税
と
個
人
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
控

除
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
翌
年
に
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
全
て
に

該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を

し
な
く
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
金
税
額
控
除
を
受
け
ら

れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
利
用
で

き
ま
す
。

■
給
与
所
得
の
み
の
人
な
ど

で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

な
い
人

■
そ
の
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

す
る
寄
付
先
が
５
つ
以
内
の
人

※
同
特
例
制
度
の
利
用
に
は
、

特
例
申
請
書
を
寄
付
先
の
自
治

体
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
申
請
書
提
出
後
か

ら
翌
年
１
月
１
日
ま
で
の
間

に
、
提
出
し
た
申
請
書
の
内
容

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
翌

年
1
月
　
日
（
必
着
）
ま
で
に

１０

申
請
内
容
の
変
更
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　「
と
ん
だ
ば
や

し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
の
申
請

に
つ
い
て
は
都
市
魅
力
創
生
課

（
内
線
４
２
４
）、
税
額
控
除

に
つ
い
て
は
課
税
課
（
内
線
１

１
７
）

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

～
皆
さ
ん
の
ご
寄
付
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　
　
　
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



７

　
本
市
で
は
、
府
と
連
携
し
て

大
阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
同
制
度
で
は
、
農
薬
と
化
学

肥
料
の
使
用
量
を
慣
行
栽
培
の

５
割
以
下
に
削
減
し
て
栽
培
さ

れ
た
農
産
物
を
「
大
阪
エ
コ
農

産
物
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま

す
。
　
認
証
を
受
け
た
農
産
物
に

は
、
下
図
の

認
証
マ
ー
ク

を
出
荷
容
器

や
包
装
物
、

ま
た
は
直
接

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
栽
培
者
は
、
こ
れ
を
活
用

し
て
農
産
物
の
商
品
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
証
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
、
　

年
１
月
申
請

２９

分
を
１
月
４
日

～
　
日


２０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

ま
で
農
業
振
興
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
農
作
物
は
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
米
、
大
豆
、

野
菜
、
果
樹
、 花
  卉
 （
観
賞
用

か
 
き

植
物
）
の
内
、
府
が
定
め
る
　７７

品
目
で
、
１
農
作
物
・
１
区
画

当
た
り
１
㌃
以
上
の
栽
培
面
積

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申
請
日

以
降
に
栽
培
を
開
始
し
、　

年
２９

４
月
１
日

以
降
に
収
穫
す
る

農
作
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
振
興
課
内

市
エ
コ
農
産
物
推
進
協
議
会

（
内
線
４
４
５
）、
南
河
内
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
農
の
普
及

課
〔

　
１
１
３
１
〕

（２５）

大阪エコ農産大阪エコ農産物物

認証制度の申認証制度の申請請

を受け付を受け付けけ

地球温暖化防止月間                                        
～温室効果ガスの削減を実施！～

　１２月は地球温暖化防止月間です。

　地球温暖化防止のため、日常生活において温室効果ガス

（二酸化炭素など）の発生を抑える、「地球にやさしい省エネ

ライフ」を実践しましょう。

■家庭でできる地球温暖化対策

・暖房は２０℃を目安に設定しましょう

・テレビを見ないときは消しましょう

・買い物の際は、買い物袋を持ち歩きましょう

・電化製品の主電源はこまめに切りましょう

・シャワーを１日１分節水しましょう

・夜中は、炊飯ジャーの保温機能の使用をやめましょう

・お風呂の残り湯は洗濯に使いましょう

・車を利用するときは、アイドリングをやめましょう

・車を控え電車、バス、自転車を利用しましょう

・家族団らんの時間を持ちましょ

う（家族が別の部屋で過ごすと、

照明や暖房などのエネルギー使用

量が多くなります）

※これらの対策は、温室効果ガス

の削減だけでなく、節電対策にもつながりますので、皆さん

のご協力をお願いします。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

守ろうオゾン層！防ごう地球温暖化！

　エアコンや冷蔵・冷凍庫の冷媒として使われている「フロ

ン類」は、地球温暖化に与える影響が大きく、大気への排出

を抑制しなければなりません。

　２７年４月に改正された「フロン排出抑制法」では、業務用

冷蔵・冷凍機や業務用エアコンの使用者は、「３カ月に１回以

上の頻度で使用者などで目視点検すること（簡易点検）」、「大

型機器は専門業者による点検をすること（定期点検）」、「点検

や充填回収の記録を機器の廃棄時まで保存すること」などを

実施する必要があります。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔０６(６２１０)９５７０〕

ス
ト
ー
ブ
の

　
　
取
り
扱
い
に
注
意
！

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備

え
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
火
災
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
い
使
用
方
法
で
使
用

す
る

◆
布
団
、
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン

の
近
く
で
は
使
用
し
な
い

◆
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
可
燃
物

を
近
く
に
置
か
な
い

◆
洗
濯
物
を
乾
か
す
な
ど
、
乾

燥
機
代
わ
り
に
使
用
し
な
い

◆
外
出
す
る
と
き
や
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
、
寝
る
と
き
に
は
、

必
ず
消
火
ま
た
は
電
源
を
切
る

◆
必
ず
消
火
し
て
か
ら
給
油
す

る◆
給
油
中
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
た

り
、
あ
ふ
れ
た
り
し
た
と
き

は
、
油
を
よ
く
拭
き
取
り
、
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
点
火
す
る

◆
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に
閉
め
た
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
持
ち
運
ぶ

◆
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
、
ス
プ

レ
ー
、
シ
ン
ナ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
引
火
性
の
も
の
を
使
用
し

た
り
、
置
い
た
り
し
な
い

◆
収
納
す
る
と
き
は
、
灯
油
を

抜
き
、
電
池
、
電
源
は
外
す

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）
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９

　本市では、２０歳を迎えた新成人の皆さんの門出を

祝って、成人式を開催します。

とき　２９年１月９日、午前１０時３０分～

ところ　すばるホール

対象者　平成８年４月２日～９年４月１日までに生ま

れた人

※対象者には、案内状を郵送しています

が、１２月９日までに届かない場合はお

問い合わせください。

問い合わせ　生涯学習課〔(２４)１４５１〕

　（
公
社
）大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
と
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

で
は
、
府
内
在
住
の
ろ
う
あ
者

を
対
象
に
、
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううあああああああああああああああああああああ大阪ろうあ者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式にににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加成人式にご参加をををををををををををををををををををををを

と
き
　
　
年
１
月
８
日

、
午

２９

後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
府

谷
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
大

阪
市
中
央
区

谷
町
五
丁
目

４
の
　
）
１３

対
象
者
　
平
成
８
年
４
月
２
日

～
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
　

参
加
費
　
無
料
　

申
し
込
み
　
　
年
１
月
５
日


２９

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
（
公
社
）
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局

〔

０
６
（
６
７
６
１
）
１
３

９
４
・

０
６
（
６
７
６
８
）

３
８
３
３
〕
へ
　

　
同
校
は
、
障
が
い
者
の
た
め

の
訓
練
施
設
で
す
。

　
同
校
で
は
、　

年
4
月
入
校

２９

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目
　
C
A
D
技
術
科
、

W
e
b
デ
ザ
イ
ン
科
、
O
A
ビ

ジ
ネ
ス
科
、
オ
フ
ィ
ス
実
践

科
、
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
科

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

大
阪
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

入
校
生
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.j

p
/tc
-s
h
o
g
a
is
h
a
/h
p
/in
d
e
x

.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
校
〔

０
７

２
（
２
９
６
）
８
３
１
１
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
同
ロ
ー
ン
は
、
高
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
当

た
り
３
５
０
万
円
以
内

返
済
期
間
　
　
年
以
内

１５

金
利
　
年
１
・
　

㌫
（
固
定
金

８１

利
、　

年
　
月
　
日
現
在
）

２８

１１

１０

※
返
済
方
法
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
０
８
）
６
５
６
〕

国
の
　
教
育
ロ
ー
ン

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公

日
本
政
策
金
融
公
庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫

成人式を開催します

喜
志
西
幼
稚
園
が
休
園

し
ま
す

　
喜
志
西
幼
稚
園
で
は
、
　２９

年
度
の
入
園
希
望
者
が
４

歳
・
５
歳
児
と
も
に
０
人
と

い
う
状
況
と
な
っ
た
た
め
、

入
園
募
集
を
停
止
し
、　

年
２９

４
月
よ
り
休
園
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
指
導
室

（
内
線
３
６
９
）



１０

　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
ご
み
焼
却
場
）
か

ら
排
出
さ
れ
る
排
出
ガ
ス
や
周

辺
地
域
の
大
気
、
土
壌
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
濃
度
に
つ
い
て
、
８
月
９
日

に
地
元
住
民
立
ち
会
い
の
も
と

測
定
し
ま
し
た
。

　
同
清
掃
工
場
の
排
出
ガ
ス
１

立
方

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
の
測
定
結
果
は
、
０
・
　１６

ナ
ノ

（
１
ナ
ノ

は
、　

億
１０

分
の
１

）
で
、
国
の
排
出
基

準
値
（
　
年
　
月
）
の
１
ナ
ノ

１４

１２


を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
周
辺
の
大
気
１
立
方


中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

の
測
定
結
果
は
、
同
清
掃
工
場

よ
り
東
方
向
２
５
０

の
農
業

公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
０
・

０
０
７
６
ピ
コ

（
１
ピ
コ


は
、
１
兆
分
の
１

）、
同
じ
く

北
西
方
向
７
０
０

の
龍
泉
遊

園
で
は
０
・
０
０
７
２
ピ
コ


で
、
大
気
環
境
基
準
値
（
　
年
１２

１
月
　
日
）
の
０
・
６
ピ
コ


１５

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
土
壌
１

中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定

結
果
は
、
同
清
掃
工
場
よ
り
北

方
向
１
０
０
０

の
学
校
で
　１５

ピ
コ

と
な
っ
て
お
り
、
土
壌

環
境
基
準
値（
　
年
１
月
　
日
）

１２

１５

の
１
０
０
０
ピ
コ

と
比
較
す

る
と
か
な
り
低
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
南
河
内
環
境
事

業
組
合
〔

　
６
５
８
４
〕

（３３）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

南
河
内
環
境
事
業
組
合

　
こ
の
た
び
、

同
ブ
ラ
ン
ド
に

認
定
す
る
産
品

を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
産
品
は
同
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
広
く
販
売
促
進
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
で
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
・
法
人
、
ま
た

は
そ
れ
ら
で
構
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
・
団
体

対
象
産
品
　
市
内
で
生
産
・
製

造
さ
れ
た
「
農
畜
水
産
物
」「
食

品
」「
製
品
」

申
し
込
み
　
富
田
林
商
工
会
ま

た
は
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け

の
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
　

月
６
日

～
　
日

１２

２６


ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
市
内

で
生
産
・
製
造
さ
れ
た
農
産
物

や
食
品
、
加
工
品
を
ブ
ラ
ン
ド

認
定
委
員
会
独
自
の
基
準
に
よ

り
、「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
認
定
（
現
在
　
産
品
）
し
て

２５

い
ま
す
。 第１２回

「富田林ブランド」
産品を募集

て
、

５
８
４
・
０
０
１
２
粟

ケ
池
町
2
9
6
9
の
5
　
富
田

林
商
工
会
内
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委

員
会
事
務
局〔

　
１
１
０
１
〕

（２５）

へ
（
郵
送
可
）

※
募
集
説
明
会
を
　
月
　
日

１２

１６


、
午
後
２
時
～
、
富
田
林
商

工
会
館
２
階
会
議
室
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h
ttp
://w

w
w
.to

n
s
h
o
w
.o
r.jp
/to
n
d
a
b
a
y
a
s

h
i-b
ra
n
d
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。入札参加願いを追加受け付け

　本市では、２９年度の建設工事、測量・建設コンサルタン

ト等業務委託の入札参加願いを追加受け付けします。

　希望者は、契約検査課で申請の提出要領を受け取るか、

市ウェブサイトの各課のページ「契約検査課」（契約検査係・

入札参加資格申請）からダウンロードしてください。

　提出要領の交付は、１２月１日からです（土・日曜日、

祝日、１２月２９日～２９年１月３日を除く午前９時～午後

５時３０分）。

　また、上下水道事業の入札参加を希望される場合も契約

検査課で受け付けます。

受付期間　２９年１月１０日～１３日（消印有効）

※事前に、「市業者登録受付システム」に必要事項を入力（入

力方法は提出要領に記載）し、必要書類を郵送（一般・簡

易書留）または宅配便で送付してください（持参不可）。

資格有効期間　２９年４月１日～３０年３月３１日の１年間

問い合わせ　契約検査課（内線４７６、４７７）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
緑
が
伸
び
過
ぎ

て
道
路
に
は
み
出
す
と
、
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
通
行
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
け
垣
や
庭
木
な

ど
は
、
早
め
に
 剪
 定
す
る
な
ど

せ
ん

所
有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人

に
や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
３
）

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣
ややややややややややややややややややややや
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ははははははははははははははははははははは
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ななななななななななななななななななななな
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

生
け
垣
や
庭
木
は
適
切
な
管
理
をををををををををををををををををををををを



１１

光明池運転免光明池運転免許許

試験場へ試験場へはは

公共交通機関公共交通機関でで

　
同
試
験
場
は
年
末
年
始
、
来

場
者
が
集
中
し
、
相
当
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
）））））））））））））））））））））
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

（
市
民
会
館
）
内
にににににににににににににににににににににに

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ススススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ラララララララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

新
レ
ス
ト
ラ
ン

がががががががががががががががががががががが

オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
プププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

オ
ー
プ
ン
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　
場
内
の
駐
車
場
（
有
料
）
は

駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
ご
来
場
は
電
車
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

受
付
日
・
時
間
　
月
～
金
曜
日

（
　
月
　
日

～
　
年
１
月
３

１２

２９

２９

日

、
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８

時
　
分
～
正
午
、
午
後
０
時
　

４５

４５

分
～
２
時
　
分
　

３０

※
午
後
２
時
　
分
以
降
の
受
け

３０

付
け
は
後
日
の
交
付
と
な
り
ま

す
。

最
寄
り
駅
　
泉
北
高
速
鉄
道

「
光
明
池
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分

問
い
合
わ
せ
　
同
試
験
場
〔


０
７
２
５
　
１
８
８
１
〕

（５６）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民

会
館
）
内
に
、
新
レ
ス
ト
ラ
ン

「
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
千

一
夜
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
客
席
か
ら
の
眺
め
も
良
く
、

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後

１１

９
時
（
午
後

８
時
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
）

※
た
だ
し
、

　
月
末
ま
で

１１は
、
午
後
５

時
ま
で
（
午

後
４
時
　
分
３０

ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー
）。

※

定

休

日

は
、
同
ホ
ー
ル
の
休
館
日
に
準

じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
ジ
ュ
ア
ル
レ

ス
ト
ラ
ン
千
一
夜
〔

　
８
８

(２６)

９
９
〕

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金事業

対象者　本市在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手当の

支給を受けている、または同様の所得水準にある人で、雇

用保険法による教育訓練給付制度の受給資格を有していな

い人

対象講座　雇用保険の教育訓練給付制度の指定教育訓練講座

支給額　対象講座の受講のために支払った費用（入学料お

よび受講料に限る）の６０㌫を支給

※支給額の上限は２０万円です。ただし、支給額が１万２０００

円を超えない場合は支給の対象になりません。

※同事業利用には、事前の相談と対象講座の指定申請が必

要になります。また、指定講座受講終了後に支給申請が別

途必要です。詳しくはお問い合わせください。

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金等事業

対象者　本市在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手当の

支給を受けている、または同様の所得水準にある人

対象資格　看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学

療法士、作業療法士、歯科衛生士、美容師、社会福祉士、

製菓衛生師、調理師

給付金の種類

①訓練促進給付金　支給期間の上限は３年間で、次の金額を

支給

◆市・府民税非課税世帯＝月額１０万円

◆市・府民税課税世帯＝月額７万５００円

②修了支援給付金　養成課程修了後、次の金額を支給

◇市・府民税非課税世帯＝５万円

◇市・府民税課税世帯＝２万５０００円

※同事業利用には、事前の相談が必要になります。

※修業年限が１年以上の養成機関において修業する場合の

み対象となります。詳しくはお問い合わせください。

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格
支援事業

対象者　本市在住のひとり親家庭の親または児童で、児童

扶養手当の支給を受けている、または同様の所得水準にあ

る人

給付金の種類

①受講修了時給付金　対象講座の受講後に、受講のために

支払った費用（入学料および受講料に限る）の２０㌫を支給

※支給額の上限は１０万円です。ただし、支給額が４０００円を

超えない場合は支給の対象になりません。

②合格時給付金　同認定試験合格後に、対象講座の受講の

ために支払った費用（入学料および受講料に限る）の４０㌫

を支給

※①と②を合わせた支給額の上限は１５万円です。

※同事業利用には、事前の相談と申請が必要になります。

詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）

呉

御

娯

悟

吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾

吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾

後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後

後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後
後

ひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりり親親親親親親親親親親親親親親家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭のののののののののののののの支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援ををををををををををををををししししししししししししししてててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすひとり親家庭の支援をしています！！！！！！！！！！！！！！！
　本市では、ひとり親家庭の自立促進と生活の安定を図ることを目的に、ひとり親家庭の親などが就業に結

びつきやすい資格などの取得をめざして対象の講座を受講する場合に、次の給付金を支給しています。



１２

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～
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み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
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月
4
日
～
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国
際
連
合
で
は
、
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
　
月
　
日

１２

１０

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
法
務
省
お
よ
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
人
権
尊
重
思
考
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
全
て
の
人
が

互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

特設人権なんでも相談

とき　１２月９日、午後１時～４時

ところ　市役所地下９０４会議室（当日、直接会場へ）　

※当日は、電話でも相談できます（内線５４４）。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

金剛公民館人権週間映画会「隣る人」上映

　ある児童養護施設の日常を追う８年間のドキュメンタリー映画

「隣る人」を上映します。

とき　１２月１０日、午後２時～３時２５分（午後１時５０分開場）

ところ　金剛公民館

定員　１００人（当日、直接会場へ）　入場料　無料

問い合わせ　金剛公民館〔(２８)１１２１〕

第33回部落解放富田林教育・ 人権研究集会

とき　１２月１１日、午前９時３０分～正午（午前９時～受け付け）

内容など　

①第１分科会＝赤井　隆史さん（部落解放同盟大阪府連合会執行

委員長）による講演「最近の悪質な差別事件と部落問題」

②第２分科会＝乘井　弥生さん（女性共同法律事務所弁護士）に

よる講演「ともに考えよう！ＤＶと女性の貧困～その防止と救済・

支援～」

③第３分科会＝幸重　忠孝さん（幸重社会福祉士事務所代表）によ

る講演「子どもの貧困と向き合い、地域の取り組みを考えよう！」

※①②は人権文化センター、③は児童館で開催。

定員　①～③各８０人（当日、直接会場へ）　

※無料保育あり（１２月６日までに要予約）。

参加費　１０００円（資料代、当日徴収）　

問い合わせ　市人権協議会内第３３回部落解放富田林教育・人権研

究集会実行委員会事務局〔(２４)３７００・(２５)５９５２〕

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週

人
権
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

る
よ
う
人
権
認
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
、
性

別
、
国
籍
、
文
化
、
出
生
、
年

齢
な
ど
の
違
い
を
超
え
て
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
参
加
、
協
働
で
き
る
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
同
週
間
に
合
わ

せ
て
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
や
街

頭
啓
発
な
ど
を
実
施
し
た
り
、

す
ば
る
ホ
ー
ル
で
、「
２
０
１
６

と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
た
り
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

～来て、観て、語って、みんながひとつに！～
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　「
人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
、

同
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
映
画
『
さ
と
に
き
た
ら
え
え

や
ん
』（
重
江
　
良
樹
監
督
）
の

上
映
や
同
監
督
の
講
演
会
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
、
市
民
活
動
団
体
や
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
音
楽
、
踊
り
な
ど

の
発
表
、
小
学
生
人
権
ポ
ス

タ
ー
表
彰
式
、「
私
（
た
ち
）
の

大
切
な
も
の
」
写
真
展
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
し
ま

す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１２

１０

１０

時
～
午
後
３
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

内
容
な
ど

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
表
彰
式

（
午
前
　
時
～
　
時
　
分
）

１０

１１

３０

・
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
出

演
＝
M
i
ｘ
　
V
o
i
c
e
s
）

・
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
表
彰

式■
映
画
上
映
・
講
演
会
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
午
前

　
時
　
分
～
午
後
２
時
　
分
）

１１

３０

１５

・
映
画
『
さ
と
に
き
た
ら
え
え

や
ん
』（
重
江
　
良
樹
監
督
）
の

上
映
、
同
監
督
に
よ
る
講
演
会

・
同
監
督
と
市
内
で
子
ど
も
に

関
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体

（
５
団
体
）
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
団
体
発
表
（
午
後
２
時
　
分
３０

～
３
時
　
分
）

３０

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
発
表

・
マ
ジ
ッ
ク
、
バ
ン
ド
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
踊
な
ど
の
発

表■
展
示
（
午
前
　
時
～
午
後
３

１０

時
　
分
）

３０
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」

写
真
展
＆
ポ
ス
タ
ー
展

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
活
動

紹
介

参
加
費
　
無
料
　
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）　



１３

や
人
か
ら
の
う
わ
さ
話
で
あ
っ

た
り
、
自
分
が
直
接
体
験
し
て

感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
り
し
て

も
、
そ
の
感
覚
や
印
象
を
普
遍

化
し
て
し
ま
う
と
偏
っ
た
見
方

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
自
分
の
考
え
や
感
覚
が

「
思
い
込
み
」
や
「
決
め
つ
け
」

で
は
な
い
か
、
一
歩
下
が
っ
て

客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

違
い
を
認
め
、
思
い
や
り

を
持
つ
心
を

　
人
権
と
は
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
も
っ
て
い
る
、
人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち

は
性
別
や
国
籍
、
髪
や
肌
の

色
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
文

化
的
背
景
も
異
な
り
、
考
え
方

や
趣
味
、
趣
向
な
ど
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
個
性
を
持
っ
た
一
人
の

個
人
と
し
て
尊
厳
さ
れ
る
べ
き

存
在
で
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
他
者
に
も

権
利
が
あ
る
よ
う
に
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
持

つ
こ
と
で
相
手
の
気
持
ち
や
思

い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
家
族
や
友
人

な
ど
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）　

の
人
々
へ
の
社
会
的
な
動
き
や

理
解
が
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
根
強
い
偏
見
が

あ
り
、
理
解
の
な
い
人
々
か
ら

 誹
 
ひ

 謗
 中
傷
を
受
け
る
な
ど
社
会

ぼ
う

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人

権
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
人
権
問
題

　
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

（
H
I
V
）
感
染
者
や
ハ
ン
セ

ン
病
回
復
者
へ
の
人
権
侵
害
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権

侵
害
、
震
災
問
題
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

マ
タ
ハ
ラ
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
思
い
込
み
」
や
「
決
め

つ
け
」
は
ど
こ
か
ら
？

　
人
権
に
関
す
る
問
題
は
私
た

ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
あ
る
調
査

に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
自
認

数
は
　
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て

１２

お
り
、
こ
れ
は
左
利
き
や
血
液

型
が
A
B
型
の
人
と
ほ
ぼ
同
じ

割
合
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の

人
が
「
自
分
の
周
り
に
は
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
は
い
な
い
」
な
ど
「
自
分

に
は
関
係
の
な
い
こ
と
」
と

思
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
、
あ
る
も
の
に

対
し
て
一
度
「
思
い
込
み
」
や

「
決
め
つ
け
」
を
持
っ
て
し
ま

う
と
、
ど
う
し
て
も
そ
の
イ

メ
ー
ジ
に
近
づ
け
よ
う
と
し
、

な
お
か
つ
そ
れ
を
正
当
化
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
根
拠
の
な
い
情
報

　
私
た
ち
が
普
段
か
ら
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
、
勝
手
な

「
思
い
込
み
」
や
「
決
め
つ
け
」

な
ど
の
固
定
観
念
や
、
誤
っ
た

認
識
、
偏
見
を
持
っ
て
物
事
を

考
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
問
題
が

起
き
て
い
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
問
題

　
女
性
と
い
う
だ
け
で
家
事
や

お
茶
く
み
を
さ
せ
る
な
ど
性
別

で
役
割
分
担
を
決
め
つ
け
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
性
的
な
嫌
が
ら
せ

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
や
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
も
女
性
の

人
権
に
関
す
る
重
大
な
問
題
の

一
つ
で
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
問
題

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
あ
る

よ
う
に
子
ど
も
も
大
人
と
同
様

に
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
じ
め
や
児
童
虐

待
、
児
童
買
春
、
親
の
育
児
放

棄
に
よ
る
乳
幼
児
の
衰
弱
死
な

ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
の
人
権
問
題

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
施
設

整
備
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の

理
由
で
自
己
の
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
活
動
を
制

限
さ
れ
社
会
へ
の
参
加
が
し
に

く
く
な
っ
て
い
る
問
題
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る

人
に
対
す
る
理
解
や
配
慮
が
不

十
分
で
、
車
椅
子
の
人
や
盲
導

犬
を
同
伴
し
た
人
が
入
店
を
拒

否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の

入
居
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
の
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

●
同
和
問
題

　
同
和
問
題
は
日
本
社
会
の
歴

史
的
過
程
で
形
成
さ
れ
た
身
分

差
別
に
よ
る
日
本
固
有
の
人
権

問
題
で
す
。
誤
っ
た
理
解
か
ら

生
じ
る
偏
見
や
差
別
意
識
か

ら
、
差
別
発
言
や
差
別
落
書
き

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り

就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り

す
る
事
案
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

●
外
国
人
の
人
権
問
題

　
特
定
の
人
種
や
民
族
、
宗
教

な
ど
の
少
数
者
に
対
す
る
差
別

的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）

や
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
就
職
で
不
当
な
扱
い
を
受

け
た
り
、
お
店
や
マ
ン
シ
ョ

ン
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
店
・
入

居
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
問
題

　
同
性
愛
者
や
性
的
指
向
に
関

す
る
少
数
派
（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）

　上のイラストを見て、何かおかしいと感

じないですか。

　「お茶くみは女性の仕事」「女性だから当

たり前だ」と決めつけていませんか。

　社会の中では、今でもまだ根強く「男は

仕事、女は家庭」というような性別による

固定的な役割意識が見受けられます。

人権特集

みんなで考えてみよう！！ さささささささささささささささささささささまままままままままままままままままままままざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざまままままままままままままままままままままなななななななななななななななななななななさまざまな　

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問　　人権問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題

～持っていませんか？
　「思い込み」や　　
　「決めつけ」を～
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障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て


の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た


だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が


社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら


ゆ
る
分
野
の
活
動
に
対
し
て
、


積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高


め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎


年
　
月
３
日
～
９
日
は
、
障
が


１２
い
者
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま


す
。


　
本
市
で
は
、
身
体
障
が
い
者


福
祉
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機


関
が
協
力
し
、
街
頭
啓
発
活
動


な
ど
を
実
施
し
ま
す
。


　
知
的
・
発
達
・
精
神
障
が
い


の
あ
る
人
は
、
外
見
か
ら
は
分


か
り
に
く
く
、
人
と
の
関
わ
り


合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン


が
苦
手
と
い
う
人
が
多
く
見
ら


れ
ま
す
。


　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
応
対


は
、「
ゆ
っ
く
り
」「
て
い
ね
い
に
」


「
く
り
か
え
し
」を
基
本
と
し
、


み
ん
な
で
障
が
い
者
を
特
別
視


し
な
い
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社


会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。


《
障
が
い
の
あ
る
人
と
の


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の


こ
つ
》


・
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
を


つ
く
り
、
相
手
の
様
子
に
合
わ


せ
て
、
話
を
よ
く
聞
く


・
質
問
に
よ
り
、
相
手
の
気
持


ち
を
確
認
す
る
。「
は
い
」「
い
い


え
」
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
質


問
す
る


・
絵
記
号
な
ど
を
用
い
た
コ


ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な


ど
を
使
い
、
視
覚
的
な
コ
ミ
ュ


ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る


障
が
い
者
相
談
員
制
度
の


ご
利
用
を


　
本
市
で
は
、
障
が
い
者
や
そ


の
家
族
か
ら
福
祉
な
ど
に
関
す


る
相
談
を
受
け
、
必
要
な
助
言


を
す
る
同
制
度
を
実
施
し
て
い


ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く


だ
さ
い
。


　
相
談
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で


す
。


肢
体
障
が
い
関
係
　


○
田
畑
　
耕
作
さ
ん（
錦
織
南
）


〔

　
５
４
５
８
〕


（２４）


○
西
田
　
卓
司
さ
ん（
清
水
町
）


〔

　
3
0
8
0
〕


（２６）


○
川
口
　
貞
代
さ
ん
（
甲
田
）


〔

　
3
5
3
8
〕


（２３）


○
竹
野
　
惠
美
子
さ
ん（
楠
町
）


〔

　
2
7
1
4
〕


（２５）


聴
覚
障
が
い
関
係


○
栗
栖
　
美
鈴
さ
ん（
寺
池
台
）


〔

・

　
１
５
８
７
〕


（２４）


○
北
野
　
隆
雄
さ
ん（
藤
沢
台
）


〔

・

　
2
4
4
8
〕


（２９）


視
覚
障
が
い
関
係


○
中
井
　
美
代
子
さ
ん
（
若
松


町
西
）〔

　
５
７
４
０
〕


（２３）


知
的
障
が
い
関
係


○
宮
﨑
　
幸
美
さ
ん
（
別
井
）


〔

　
2
4
6
1
〕


（２４）


○
井
上
　
節
子
さ
ん
（
須
賀
）


〔

　
5
6
3
0
〕


（５４）


精
神
障
が
い
関
係


○
山
本
　
順
子
さ
ん
（
N
P
O


法
人
草
志
庵
）〔

　
７
６
７
３
〕


（７０）


○
山
本
　
勝
子
さ
ん
（
寿
町
）


〔

０
９
０
（
９
６
２
０
）
７


４
１
９
〕


問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課


（
内
線
１
９
２
）


障がいを理由とする差別の解消に 
向けて


　「障害を理由とする差別の解消の推進に関


する法律（障害者差別解消法）」が、２８年４月


に施行されました。


　この法律は、全ての国民が障がいの有無に


よって分け隔てられることなく、相互に人格


と個性を尊重し合いながら共生する社会を実


現することを目的としています。 


■障がいを理由とする差別とは


　障がいを理由とする差別には、「不当な差別


的取り扱い」と「合理的配慮の不提供」があ


ります。


・不当な差別的取り扱い


　障がいを理由として、正当な理由もなく、


サービスの提供を拒否したり、制限したり、


条件を付けたりすることは「不当な差別的取


り扱い」になります。


　国や地方公共団体などの行政機関、民間事


業者ともに「不当な差別的取り扱い」をする


ことは禁止されています。  


・合理的配慮の不提供


　障がいのある人から何らかの配慮を求める


意思表明があったときに、その人の障がいに


合った必要な工夫をすることが「合理的配慮」


です。


　重い負担がないのに合理的配慮をしないこ


とは差別になります。


　国や地方公共団体などの行政機関は「合理


的配慮」を必ずしなければなりません。民間


事業者は「合理的配慮」をするように努めな


ければなりません。


■国や地方公共団体の取り組み


　国では、差別解消に関する施策を総合的か


つ一体的に実施するための基本方針・対応指


針が策定されています。 


　また、府では、何が差別にあたるのか、望


ましい合理的配慮の具体例などを記載したガ


イドラインが策定され、「府障がい者差別解消


条例」も施行されました。 


　本市においても「職員対応要領」を策定し、


職員一人一人が障がいへの理解を深め、誰も


が暮らしやすい共生社会をめざした取り組み


を進めていきます。


問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２）


～
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～


　
月
３
日
～
９
日
は


１２


障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
がががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週


障
が
い
者
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間











